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で生成されたスピン偏極核12B および12N を Mg 結晶に植え込んだ後、結晶内部の四重極相互作用を利用した磁気共鳴
法を用いて、偏極を整列に変換する D 得られた整列核からのベータ線角度分布を精密測定し、整列相関項を決定する。
この方法では核整列の精密な制御が必要である o これを可能にするために、本研究では、 Mg結晶中の12B 、 12N の超





結果として、軸性電荷はガモフテラ一項との比の形で、 Y =4.65:t0.05(stat.) :t 0.30(syst.) と決定した。 A=12
体系の詳細な理論研究から、インパルス近似の軸性電荷は3.17で、 π 中間子の効果は41%、また芯偏極効果は -10%
と計算される。本研究で得られた結果は、インパルス近似に芯偏極効果を考慮した値から、 57%の増加に相当する。






フトパイオン効果の理論で説明できない16%は、崩壊核子の質量が核内で 8 :t 5%減少しているという核媒質効果の
存在を強く示唆する。これは質量数 A=16"""'40 近傍の鏡映核の磁気モーメントの解析から得られる核子の質量再規
格化(1 .5--- 5 %)と矛盾しない結果である。
論文審査の結果の要旨
12B と 12Nβ 崩壊の β線角度分布におけるスピン整列依存項の相関係数を精密に測定した。 2 系数の和から軸性ベク
トル流の時間成分を精度良く純粋抽出した。理論との比較から非核子効果が巨大でインパルス値の57% もあり、核内
で崩壊核子質量が 8%減少している可能性を示唆した。実験の為に独自のスピン制御技術も開発した。よって博士
(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める O
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